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アカガシラカラスバトは種子散布者？

柴崎文子･星善男

小笠原野生生物研究会.〒100-2101東京都小笠原村父島奥村

はじめに

アカガシラカラスバトCMIm6a､ﾉｉ２"伽7ａ肱eﾉ7ｓは小笠原諸島の固有亜種であり，智島列島の智

島,父島列島の弟島,兄島,父島,母島列島の母島,姉島，向島,硫黄列島の北硫黄島，中硫黄

島,南硫黄島において生息が確認されている(関東森林管理局東京分局計画第二部2004,高野

2002)．本種の小笠原諸島(硫黄列島を除く)での個体数は20羽以下と推定されており，主に落下

種子を採食する烏である(高野2002)．

植物の中には果実を鳥類などに食べられることによって,種子が消化されずに糞と一緒に排出さ

れて,種子を散布している植物がある.しかし,砂嚢を持つキジバト肋ａＤ叩曲ｏ肥ﾉ7r小は食べ

た種子を砂嚢によってすり潰し,種子も消化してしまうために,種子散布者とはなりにくい(上田･野

間1999)．同じハト類でも果実食のアオバト‘SiD/ｹe"z"YAS舵6o/〃は種子散布者となっている.ドング

リなどを主食にしているカラスバトｃﾉｾｮ"坊伽は種子を消化してしまうが,ねぐらの木の下には種子

が健全な形で落下していることがあるという(上田･野間1999)．

小笠原は海洋島のため,植物の固有率が高い反面,人間が持ち込んだ移入種も多く(豊田

2003)，現在猛威をふるっているアカギ肋cﾉｳo虎.ﾉ伽ﾉ7畑はオガサワラヒヨドリノ９ｹ,psjjDeres

amaz"1o筋s9Uam帥epgなどによって遠方に散布されている(田中2002)．しかし,これまでに小笠原

では,それぞれの烏類がどのような植物種子を散布しているかについて詳細に研究した例はない．

そこで,本研究ではアカガシラカラスバトが,どのような植物の種子散布者となっているのかを明らか

にすることを目的として,糞分析および採食行動の目視観察を行なった．

調査方法

今回調査を行なった小笠原諸島の父島(27.05'Ｎ，142.11'Ｅ)および母島(26.38'Ｎ，142.09,Ｅ）

(図ｌ)は,本州から南に約1,000kｍに位置する島である(小笠原村2005)．面積は父島23.80kｍ２，

母島21.21kｍ2で,亜熱帯気候帯に属している．

アカガシラカラスバトの食‘性を明らかにするため,糞の採集および目視による観察を行なった.糞

は,個体を観察中に排１世したものおよび糞の形態から本種と思われるものを採集した.本種の糞は

幅５mmの太さのものが排世されて渦巻き状になり,全体が幅15ｍｍほどの大きさで(図２)，島に生
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